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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 20,449 25.6 △380 ― △352 ― △654 ―

21年3月期第2四半期 16,277 ― △152 ― 0 ― △249 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △15.39 ―

21年3月期第2四半期 △5.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 68,644 28,952 41.7 641.24
21年3月期 74,310 29,349 37.5 669.19

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  28,630百万円 21年3月期  27,863百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

22年3月期 ― 5.00

22年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 61,000 7.6 2,600 9.1 2,800 0.6 1,600 43.0 36.79
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

（注） 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】  ４．その他をご覧ください。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注） 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】  ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】  ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、今後のさまざまな要因によって予想数値と異な
る可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 2社 （社名
株式会社上野モリタ、エントー株式会
社

）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 46,918,542株 21年3月期  46,918,542株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  2,270,733株 21年3月期  5,281,259株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 42,495,813株 21年3月期第2四半期 42,364,981株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然として不況の底が見えない状態が続いており、

一部に回復の兆しはあるものの、急激な円高の進行等により先行きの不透明感から企業の投資意欲は一気

に冷え込んでおり、今後も暫くはこの厳しい状況が続くものと思われます。 

このような状況の下、当社は、昨年10月１日をもって持株会社へ移行し、当社グループの収益力強化、

企業価値の向上を目指しております。 

当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は前第３四半期からの宮田工業株式会社

の連結子会社化により、前年同期比4,172百万円増加し、20,449百万円（25.6％増）となりました。 一

方、損益面では、消火器・消火設備部門及び産業機械部門の需要の落ち込み等により、380百万円の営業

損失を計上することとなり、経常損失は352百万円となりました。当第２四半期純損益は株式市場の下落

による投資有価証券評価損等の計上により前年同期比404百万円減少して654百万円の四半期純損失となり

ました。 
  
当社グループのセグメント別の状況は次のとおりであります。 
  
①防災関連事業 

防災関連事業の売上高は、宮田工業株式会社の連結子会社化等により、前年同期比4,270百万円増加

し、13,339百万円、営業損失は152百万円となりました。 

②環境関連事業 

環境関連事業の売上高は、ギロチンプレス・スクラッププレス等の産業機械部門の受注、売上が低迷

し、前年同期比1,720百万円減少し5,487百万円、営業損失は28百万円となりました。 

③その他事業 

その他事業の売上高は、1,622百万円、営業損失は194百万円となりました。 
  
なお、当社グループの売上高及び利益は、消防ポンプ部門の官公庁向け売上高の占める割合が高いこと

等から、下期、特に第４四半期に偏る傾向にあります。 
  

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ5,665百万円減少し、68,644百万円

となりました。これは主に、現金及び預金の減少5,509百万円、受取手形及び売掛金の減少4,969百万円の

一方で、たな卸資産が3,932百万円増加したことによるものです。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ5,268百万円減少し、39,692百万円となりました。これは主に、

支払手形及び買掛金の減少4,477百万円によるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ397百万円減少し、28,952百万円となりました。これは主に、

四半期純損失による減少654百万円、配当金の支払207百万円の一方で、その他有価証券評価差額金が450

百万円増加したことによるものです。  

なお、平成21年８月１日をもって、当社は保有している自己株式の交付による株式交換により、宮田工

業株式会社を当社の完全子会社としております。この結果、自己株式が1,747百万円、少数株主持分が

1,151百万円それぞれ減少し、株式交換による自己株式処分差損618百万円を資本剰余金に計上しておりま

す。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の37.5％から41.7％となりました。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

営業活動に使用されたキャッシュ・フローは、4,551百万円となりました。これは主に、税金等調整前

四半期純損失587百万円、売上債権の減少額4,924百万円、たな卸資産の増加額3,932百万円、仕入債務の

減少額4,496百万円等によるものです。 

投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、561百万円となりました。これは主に、有形固定資産の

取得による支出482百万円等によるものです。 

財務活動に使用されたキャッシュ・フローは、407百万円となりました。これは主に、短期借入金の純

減少額150百万円、配当金の支払額207百万円等によるものです。 

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

5,521百万円減少し、3,679百万円となりました。 

  

防災関連事業につきましては、消防ポンプ部門は補正予算により計画を上回る見込みでありますが、一

方で、消火器・消火設備部門は、設備投資の抑制が続いており需要が落ち込んでおります。また、環境関

連事業におきましても、産業機械部門及び環境衛生車輌部門の受注が低調に推移するものと予想しており

ます。こうした中、当社グループは、コスト削減及び生産効率化を強力に推進し収益確保を図ってまいり

ます。 

なお、平成22年３月期の業績見通しにつきましては、現時点では平成21年５月11日に公表いたしました

開示資料から変更はありません。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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平成21年６月１日付で、連結子会社の株式会社上野モリタ、エントー株式会社は、それぞれ同じく

連結子会社の株式会社モリタ防災テック及び株式会社アルボに吸収合併され消滅しております。 

  

①簡便な会計処理 

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事

契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間から

適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗

部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価

比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は341百万円増加し、売上総利益は74百万円増

加、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は74百万円それぞれ減少しております。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,703 9,212

受取手形及び売掛金 12,433 17,403

商品及び製品 2,409 2,499

仕掛品 7,212 3,380

原材料及び貯蔵品 3,296 3,107

その他 2,047 1,626

貸倒引当金 △44 △51

流動資産合計 31,059 37,178

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,939 7,044

機械装置及び運搬具（純額） 1,799 1,901

土地 21,229 21,229

建設仮勘定 148 83

その他（純額） 419 426

有形固定資産合計 30,535 30,686

無形固定資産 409 451

投資その他の資産   

その他 6,864 6,264

貸倒引当金 △224 △270

投資その他の資産合計 6,640 5,993

固定資産合計 37,585 37,131

資産合計 68,644 74,310
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,304 14,781

短期借入金 7,850 8,000

1年内返済予定の長期借入金 1,932 1,637

未払法人税等 432 916

賞与引当金 871 806

役員賞与引当金 40 78

製品保証引当金 107 116

その他 2,652 3,171

流動負債合計 24,190 29,506

固定負債   

長期借入金 8,368 8,677

退職給付引当金 1,703 1,631

役員退職慰労引当金 167 180

その他 5,262 4,964

固定負債合計 15,501 15,453

負債合計 39,692 44,960

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,746 4,746

資本剰余金 3,743 4,362

利益剰余金 22,539 23,400

自己株式 △967 △2,711

株主資本合計 30,062 29,798

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 181 △269

繰延ヘッジ損益 13 △4

土地再評価差額金 △1,600 △1,600

為替換算調整勘定 △26 △61

評価・換算差額等合計 △1,432 △1,935

少数株主持分 322 1,486

純資産合計 28,952 29,349

負債純資産合計 68,644 74,310
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 16,277 20,449

売上原価 12,133 15,669

売上総利益 4,143 4,779

販売費及び一般管理費 4,295 5,160

営業損失（△） △152 △380

営業外収益   

受取利息 8 5

受取配当金 54 52

持分法による投資利益 74 38

その他 121 115

営業外収益合計 258 212

営業外費用   

支払利息 79 144

その他 25 40

営業外費用合計 104 185

経常利益又は経常損失（△） 0 △352

特別利益   

貸倒引当金戻入額 169 53

投資有価証券売却益 28 －

その他 7 2

特別利益合計 206 55

特別損失   

投資有価証券評価損 － 277

特別退職金 325 －

会員権評価損 5 －

その他 36 13

特別損失合計 366 290

税金等調整前四半期純損失（△） △159 △587

法人税等 92 77

少数株主損失（△） △3 △10

四半期純損失（△） △249 △654
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △159 △587

減価償却費 642 699

のれん償却額 － 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △173 △53

受取利息及び受取配当金 △62 △58

支払利息 79 144

有形固定資産除売却損益（△は益） 35 0

投資有価証券売却損益（△は益） △28 －

持分法による投資損益（△は益） △74 △38

投資有価証券評価損益（△は益） － 277

会員権評価損 5 －

売上債権の増減額（△は増加） 5,233 4,924

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,098 △3,932

仕入債務の増減額（△は減少） △3,139 △4,496

その他 △488 △512

小計 △2,229 △3,619

利息及び配当金の受取額 70 97

利息の支払額 △76 △142

法人税等の支払額 △487 △887

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,722 △4,551

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △715 △482

有形固定資産の売却による収入 27 7

無形固定資産の取得による支出 △87 △39

無形固定資産の売却による収入 5 －

投資有価証券の取得による支出 △260 △43

投資有価証券の売却による収入 88 0

貸付けによる支出 △2 △3

貸付金の回収による収入 89 22

その他 △30 △24

投資活動によるキャッシュ・フロー △886 △561
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,155 △150

長期借入金の返済による支出 △172 △14

社債の償還による支出 △87 －

自己株式の取得による支出 △3 △3

配当金の支払額 △213 △207

少数株主への配当金の支払額 △3 △30

その他 － △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,674 △407

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △934 △5,521

現金及び現金同等物の期首残高 3,947 9,200

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,012 3,679
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該当事項はありません。 

  

  
前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注)１ 事業区分の方法 

    製品の市場における使用目的に応じて防災関連事業及び環境関連事業にセグメンテーションしております。 

  ２ 各事業の主要製品 

     防災関連事業……消防ポンプ車、消火器、消火設備、火報設備 

     環境関連事業……環境プラント・産業機械、プレス機械装置、衛生車、塵芥車他環境衛生関係車輌 
  
当第2四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年9月30日) 

 
(注)１ 事業区分の方法 

    製品の市場における使用目的に応じて防災関連事業、環境関連事業及びその他事業にセグメンテーションし

ております。 

  ２ 各事業の主要製品 

     防災関連事業……消防ポンプ車、消火器、消火設備、火報設備 

     環境関連事業……環境プラント・産業機械、プレス機械装置、衛生車、塵芥車他環境衛生関係車輌 

     その他事業………自転車 
  

在外支社及び在外連結子会社がないため開示を行っておりません。 
  

海外売上高は連結売上高の10％未満であるので記載を省略しております。 

  

 当社は、平成21年８月１日付で、宮田工業株式会社との株式交換を実施しております。この結果、当

第２四半期連結会計期間において資本剰余金が618百万円減少し、自己株式が1,747百万円減少しており

ます。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

防災関連事業 
(百万円)

環境関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

9,068 7,208 16,277 ― 16,277

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

187 162 350 (350) ―

計 9,256 7,371 16,627 (350) 16,277

営業利益又は営業損失（△） △240 87 △153 0 △152

防災関連事業 
(百万円)

環境関連事業
(百万円)

その他事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

13,339 5,487 1,622 20,449 ― 20,449

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

53 71 ― 125 (125) ―

計 13,393 5,559 1,622 20,575 (125) 20,449

営業損失（△） △152 △28 △194 △375 (4) △380

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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生産、受注及び販売の状況 

  

(1) 生産実績 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。  

２ 金額は、販売価格によっております。  

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2) 受注実績 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。  

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3) 販売実績 

  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。  

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

6. その他の情報

事業区分

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日)

金額(百万円) 金額(百万円)

防災 7,452 10,010

環境 6,772 5,293

その他 ― 229

合計 14,225 15,534

事業区分

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日)

受注高(百万円) 受注残高(百万円) 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

防災 23,762 19,674 34,408 26,341

環境 9,685 7,427 5,379 3,691

合計 33,447 27,101 39,788 30,032

事業区分

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年９月30日)

増減率(％)

金額(百万円) 金額(百万円)

防災 9,068 13,339 47.1

環境 7,208 5,487 △23.9

その他 ― 1,622 ―

合計 16,277 20,449 25.6
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